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標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

J馬

場

=と
口

は

し

が

き

行

周
知
の
如
〈
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
わ
が
国
統
計
調
査
界
に
お
け
る
大
き
な
変
革
は
、
い
わ
ゆ
る
「
科
学
的
」
標
木
調
査
法
が
広

〈
採
用
さ
れ
た
己
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
b
こ
こ
に
科
学
的
標
本
調
査
法
と
h
う
の
は
、
従
来
統
計
調
査
法
白
基
本
と
を

b
礼
亡

来
た
、
全
部
調
査
ハ
完
全
調
査
・
悉
皆
調
査
)
白
補
克
・
代
用
と
し
て
登
場
し
た
も
白
て
あ
り
、
数
学
的
確
率
論
に
基
づ
く
抽
出
理
論

に
主
フ
て
、
調
査
会
域
に
対
ナ
る
部
分
を
抽
出
し
、
そ
の
部
分
白
調
査
結
果
に
よ
っ
亡
、
全
域
に
つ
い
て
り
あ
り
う
べ
き
結
果
を
推
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
本
来
標
本
調
査
の
目
指
す
所
は
、
全
部
調
査
に
か
え
る
も
の
で
あ
る
か

b
、
抽
出
さ
れ
た
部
分
、

い
わ
ゆ
る
標
本
は
、
全
域
白
縮
図
的
表
現
て
あ
る
。
し
か
る
に
数
学
的
抽
出
理
論
に
お
い
C
は
、
平
均
・
総
計
・
構
成
比
率
た
い
し
比

臼
推
定
に
終
っ
て
お
白
、
乙
こ
に
層
別
任
意
抽
出
法
そ
白
他
の
諸
方
式
を
生
む
己
と
と
友
っ
た
の
で
あ
る
の

一
方
統
計
調
査
代
用
法
と
し
て
は
、
個
別
典
型
調
査
(
標
木
詳
査
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
己
れ
は
全
域
の
典
型
と
み
な
さ
れ
る
部
分
に

ツ
い

τ
己
れ
を
調
査
し
、
も
っ
て
全
域
の
調
査
に
か
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

私
は
己
れ
ら
白
ニ
ヲ
を
総
括
し
、
標
本
調
査
法
と
よ
ぷ
。
そ
D
m
m草
を
た
ず
ね
る
と
、

協
会
第
一
四
回
会
議
に
お
W
て
取
上
げ
ら
れ
た

当
時
白
各
国
統
計
学
者
に
対
す
る
共
同
研
明
一
議
原
、

一
九
三
五
年
ロ

1
7
て
開
か
れ
た
国
際
統
計

標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

革
四
号

「
統
計
学
に
ゐ
け
る
代
表
法

罪
七
十
九
巻

七
七



標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

第
四
号

(
同
名
目
白

ω
B
E
E
S
S
O
H
g
e
の
研
努
」
を
、
現
抱
へ
の
新
し
い
出
発
点
と
考
え
ろ
る
と
思
わ
れ
ら
。
己
の
会
議
に
沿
い
て
ジ
ェ

y

セ

γ
(』
ι
o
q
F
H
g
m
o
p
)
は
二
つ
の
報
告
を
た
し
、
統
計
調
査
法
に
お
け
る
代
表
法
の
山
中
十
間
的
定
義
、
そ
の
抗
用
を
論
じ
て
い
る
。

己
こ
イ
代
表
誌
と
は
、
全
域
の
代
表
標
本
争
中
心
と
す
る
統
計
調
査
代
月
訟
の
意
味
ゼ
あ
っ
て
、
こ
れ
に
上
ら
た
い
単
な
る
見
積
り
法

と
か
、
問
合
せ
(
ア

y
r
l
ト
)
と
か
を
除
外
し
た
の
で
あ
ム
Jr

第
七
十
九
巻

七
/'-

其
白
後
標
本
調
査
法
の
勢
展
は
、
主
と
し
て
数
理
統
計
学
者
の
手
に
よ
り
、
数
学
的
抽
出
理
論
の
展
開
と
た
り
、
現
在
の
「
科
学
的
」

標
本
調
査
法
に
到
っ

τい
む
し
か
も
計
両
選
出
法
笥
日
吉
田

g
E
2
5
)
は
、
典
型
調
護
法
の
形
を
と
る
と
と
た
く
、
調
査

項
目
と
相
関
度
白
た
か
い
補
助
的
目
安
(
照
準
円
。
ロ
可
o
c
k
関
す
る
既
調
査
事
実
と
の
関
連
に
沿
い

τ、
数
単
的
に
問
題
に
さ
れ
た

に
過
ぎ
な
か
コ
た
。
そ
し

τ己
れ
も
層
別
任
意
抽
出
調
査
法
の
た
か
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
お
。

る
と
し
て
、

一
方

F
イ
ツ
社
会
統
計
坐
派
の
主
張
し
た
個
別
典
型
調
査
法
は
、
そ
の
代
表
と
し
て
と
る
部
介
の
漂
定
が
、
漆
意
的
・
主
観
的
で
あ

一
般
の
数
理
統
計
坐
者
か
ら
は
等
関
視
さ
れ
、
モ
の
実
質
的
意
味
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
制
聞
く
顧
み
ら
れ
て
は
居

b
た

ν、
。

私
は
従
来
こ
う
し
た
標
木
調
査
法
D
論
顕
的
性
格
、
そ
白
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し

τ来
た
時
、
木
稿
に
お
い
て
は
統
計
調
者

法
の
論
理
的
性
格
を
反
省
し
つ
つ
、
標
本
調
査
法
の
モ
れ
を
明
ら
か
に
し
、
標
本
調
査
法
の
問
題
を
そ
の
も
つ
代
表
性
を
中
心
と
し

τ

検
討
し
た
い
。
そ
し
て
標
木
調
査
訟
が
ど
う
し
て
二
つ
の
型
に
わ
か
れ
る
か
、
ぞ
れ
が
現
在
の
標
木
調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
、
ど
う
利

用
さ
る
べ
き
か
に
つ

hτ
私
見
を
述
ベ
エ
と
つ
と
思
う
。

(2.) (1) 

拙
著
、
社
告
統
計
学
と
拍
出
理
論
(
増
補
庇
〉
有
斐
閥
、
昭
和
三
O
年
、
第
三
章
標
本
調
査
法
に
つ
い
て
、
4

世間。

但
書
、
第
二
章
補
荷
停
=
一
、
標
本
調
査
に
お
け
る
代
表
牲
に
つ
い
て
。



H
r
-
-
E
E
b
o
F
M
H
E口
Z
骨
宮
古
】
守
口
伊
丹
呂
ロ
巴
品
。
印
胃
ロ
旦
五
ロ
P
4
0目
。
片
岡
H
T
F
巴
N
E

・

蝿
川
虎
一
二
、
統
計
利
用
の
基
本
問
題
、
岩
批
脊
臣
、
昭
和
七
年
、
第
三
章
大
景
観
察
作
用
法
の
性
質
と
問
題
、
参
照
。

標
本
抽
出
調
査
法
の
発
達
に
つ
い
て
は
、

問
問
的
可
也
げ

mwロ
-

R
国
E
H
O門
司

O
H
p
o
d
m
o
m
丘
民
OEmw叫
HH
印
回
目
]vrHM伺
可

Honoι
戸

H
o
mヘ

唱

し

『

E
口
百
円
。
同
同
V
O
K戸
内
耳
目
n
mロ
印
E

E仕
の

mw-

K
H
E
O
E
m
z
o
p
(
宮
E
-
n
V
H
E
∞)
]
V
H
L
M
l
u
由
を
参
問
。

ω
前
掲
拙
著
、
第
三
草
標
本
調
査
訟
に
つ
い
て
、
お
よ
び
拙
著
、
誤
差
法
則
と
抽
出
理
論
、
関
書
院
、
昭
和
二
四
年
、
部
二
編
第
一
章
、
抽
山
前
査

の
基
本
問
題
|
|
キ
イ
マ
シ
の
所
説
を
巾
心
ム
し
て
1
ー
を
参
照
。

凶

w

前
持
制
著
二
冊
、
お
よ
び
拙
稿
、
「
標
平
閥
査
法
に
お
け
る
代
表
性
の
問
題
」
、
滋
賀
大
学
経
済
学
合
、

ニ
月
。

(叫 (3)

彦
根
諭
業
部
三
円
号
、
昭
和
三
一
年

統
計
調
査
訟
に
お
け
る
問
題

標
本
調
査
訟
は
、
本
来
の
統
計
調
査
法
の
代
月
法
と
し
て
位
置
づ
け

b
れ
る
。
そ
こ
で
桜
木
調
査
法
日
在
り
方
を
考
府
県
す
る
に
先
だ

ち
、
統
計
調
査
訟
の
も
つ
性
格
に
つ
い
て
考
祭
し
て
み
よ
う
。

日
円
統
計
調
査
訟
は
統
計
の
作
り
方
と
い
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
統
計
と
は
、
社
会
的
集
団
の
数
量
的
表
示
結
果
て
あ
る
と
定
義
づ
け

ら
れ

τい
る
。
し
か
し
た
が

b
我
々
の
求
め
よ
う
と
す
る
の
は
、
突
は
変
動
し
運
動
し
て
い
る
社
会
現
象
士
、
数
量
的
に
表
示
し
た
結

果
て
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
れ
を
静
止
の
姿
に
お
い
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
E
る
。
即
ち
あ
る
時
点
、
あ
る
い
は
あ
る
期
間
に
つ
い
て
お

さ
え
、
い
わ
ば
断
面
(
門
リ
ヨ
目
。
自
己
目
。
ロ
)
に
お
い
て
己
れ
を
調
査
し
よ
う
と
す
る
。
と
の
断
同
が
統
計
調
査
の
対
象
た
る
全
域
て
、
社

会
的
集
団
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
印
。
通
常
己
の
四
要
素
と
し
て
、
単
位
、
標
識
(
特
性
〕
、
存
在
す
る
時
、
存
在
す
る
所
を
あ
げ

τ

い
る
同
い
ま
社
会
現
象
D
あ
る
断
固
に
お
い
て
、
社
会
現
象
を
構
成
し
て
い
る
運
動
し
て
い
る
(
生
成
・
発
展
・
消
滅
し
て
い
る
)
単

標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

揮
七
十
九
巻

七
九

第
四
号



標
本
間
査
法
の
基
本
問
題

第
七
十
九
巻

/'、
O 

間
四
号

四

位
の
断
面
が
、
右
の
四
要
素
由
一
つ
で
あ
る
単
位
て
あ
り
、
断
固
は
ま
さ
に
こ
の
単
位
の
集
団
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
己
の
単
位
あ
る
い
は
全
域
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
特
性
(
標
識
)
が
あ
り
、

ζ

の
特
性
に
よ
っ
て
分
類
せ

b
れ
た
結
果
が
統

計
と
た
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
断
面
的
把
握
と
し
亡
時
点
的
あ
る
い
は
期
間
的
存
在
世
得
る
が
、
己
れ
ら
は
モ
れ
ぞ
れ
静
態
統
計
、
動
態
統

計
量
与
え
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
突
は
H
ず
れ
も
運
動
し
て
い
る
社
会
現
象
と
し
ζ

み
亡
、
は
じ
め
て
そ
の
数
量
白
も
つ
意
味
・

性
質
を
理
解
し
う
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
調
査
対
象
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
調
査
実
施
白
時
・
期
聞
に
つ
い
て
い
う
の
で
は

な
い
。次

に
常
態

(
k
J
n
g
m
L
E
m
E
m
)
調
斉
白
窓
味
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
例
え
ば
常
住
人
口
は
、
現
在
地
人
口
と
は
区
別
せ
ら
れ
る
。

前
者
は
運
動
し
て
い
る
人
口
現
象
に
つ
い
て
は
じ
め
て
芦
燥
を
も
一
ツ
の
で
あ
る
。
通
常
白
統
計
調
査
に
お
い
℃
、
己
の
常
態
調
査
を
問

題
に
す
る
の
は
、
ま
さ
に
統
計
調
安
が
、
社
会
現
象
の
断
面
調
査
を
通
じ
て
そ
の
動
け
る
姿
、
方
向
士
見
定
め
た
い
と
い
う
意
図
白
あ

ら
わ
れ
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
失
業
者
の
実
態
調
査
、
生
産
・
消
費
の
実
態
調
企
な
ど
に
h
d
h
v

て
意
味
を
も
っ
て
来
る
。

件
以
よ
述
ペ
た
よ
う
に
、
統
計
と
は
断
固
と
し
℃
と

b
え
た
社
会
的
集
団
白
数
量
的
表
一
不
結
果
と
考
え

b
れ
る
が
、
次
に
い
ま
少

し
く
立
入
っ

τ考
察
し
て
み
よ
う
。
先
ず
こ
の
社
会
的
集
団
〔
全
域
)
は
単
位
に
よ
り
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
人
口
集
団
に
お

い
て
は
、
何
人
が
単
位
と
考
え
ら
れ
る

Q

そ
こ
で
例
え
ば
性
別
と
い
う
質
的
特
性
を
と
れ
ば
、
と
の
集
団
は
二
つ
の
部
分
集
団
に
わ
か

た
れ
、
人
口
の
性
別
構
成
が
待
ら
れ
る
。
総
人
口
、
男
子
人
口
、
女
子
人
口
は
い
ず
れ
も
統
計
値
て
あ
る
o

其
白
他
の
質
的
特
性
、
た

と
え
ば
職
業
を
と
る
も
同
様
で
あ
る
。
次
に
年
令
と
い
う
量
的
特
性
を
と
れ
ば
、
総
人
口
り
ほ
か
に
年
令
階
級
別
人
口
と
い
う
統
計
値

が
得
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
年
令
別
人
口
構
成
で
あ
り
、

一
つ
の
度
数
分
布
を
得
る
。
人
口
調
査
の
場
合
、
各
人
の
所
得
を
特
性
に
取
り



う
る
が
、
別
に
国
民
の
所
得
を
社
会
的
存
在
、
従
っ
て
統
計
値
と
み
る
己
と
も
可
能
で
あ
合

次
に
い
わ
ゆ
る
誘
導
統
計
値
に
つ
い
て
考
察
し
上
う
。
こ
れ
に
は
平
均
と
比
率
と
が
あ
る
。

同い
ま
N
人
か
ら
な
る
人
口
集
団
に
沿
い
て
、
量
的
特
性
と
し
て
各
人
の
年
令
(
ム
)
を
と
る
と
、

』
ピ
台
、
:
・
・
・
・
-
K
F

)
 

1
 

(
 

な
る
特
性
値
の
集
合
を
得
る
。
こ
れ
は
寸
皮
形
式
的
に
は
測
定
値
の
集
合
に
照
応
ナ
る
。
通
常
年
令
階
級
に
よ
り
分
類
し
、
度
数
分
布

と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。
即
ち

(相
4
v
審
問
)
同

HWHr---
・・・:同胸、

(2) 

糊
沖
)
子
」
♂
目
:
・
・
:
討

己
の
場
合
平
均
年
令
と
し
て
は
、
計
算
的
平
均
で
あ
る
相
加
平
均
(
算
術
平
均
)
、
位
置
的
平
均
で
あ
る
最
頻
値
(
宮
色
。
)
な
ど
が
採

ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
実
質
的
意
味
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
場
合
最
頻
値
は
意
味
を
も
ワ
が
、
相
加
平
均
は
意
味
を
も
た
な
い
。
し
か
し
一

〉

応
の
目
安
と
し
℃
、
あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
な
利
用
面
か
b
必
要
な
こ
と
も
あ
る
。
己
の
場
合
か
か
る
平
均
(
統
計
的
平
均
)
は
、
誘
導

統
引
値
と
よ
ば
れ
亡
い
る
が
、
実
は
特
性
値
か
ら
誘
導
さ
れ
た
値
て
あ
る
。

ま
た
同
じ
く
人
口
集
団
に
お
い
亡
、
各
人
の
所
得
を
特
性
と
し
て
選
ベ
ば
、
前
述
仰
の
如
き
系
列
を
得
る
。
し
か
し
こ
の
場
合

ω又

は

ωの
総
和
、
即
ち

M
ト
H
》
+
》
+
・
-
e
E
E
-
-
+与九〈

M
b匂
h
H
-
D同

v+」♂同
N

十・

4hnhh国旬、

(3) (4) 

は
己
の
人
口
集
団
に
沿
い
て
の
所
得
総
額
を
一
一
小
す
白
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
具
体
的
た
意
味
を
も
づ
。
即
ち
社
会
的
集
団
と
み
て
よ
い
。

標
本
開
査
揖
の
基
本
問
題

第
七
十
九
拳

ノ¥

算
四
号

五



標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

第
七
十
九
巻

人

第
四
号

モ
し
て
乙
の
場
合
、
ん
又
は
め
は
こ
白
社
会
的
集
団
の
構
成
単
位
と
み
て
よ
い
。
モ
こ
で
相
川
平
均
を
取
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

M
ト

ト

十

|
討
1
H
l
i

』

MIT-
十
人
山
匂

~司

(.5) 

凶
」
♂
岡
弘
」
口
同
戸
l

ア
」
の
切

M
+
:
+」
p
hミ

M
H引
I
H
-
-
N
r
h
m
十
|
判
U
|
|

(の)

を
得
る
o

己
れ
は
一
人
あ
た
り
の
平
均
所
得
を
示
し
て
い
る
。
形
式
的
に
は
ん
叉
は
あ

ω
相
加
平
均
(
単
純
ま
た
は
加
重
〕
と
も
見
b

れ
う
る
し
、
ま
た
は
二
つ
の
照
応
し
て
い
る
社
会
的
集
団
の
大
い
さ
の
比
と
も
見
う
る

ω
て
あ
る
。

己
の

A
t
更
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
の
例
を
考
え
よ
う
。

米
作
農
家
評
号

耕
作
面
積
(
反
)

米
生
産
高
(
石
)

2 

Av...A， A， A， 

RN...Bs Bg B1 

。)

1 N.・・ 3

農
家
あ
た
り
平
均
耕
作
反
別
、
平
均
米
生
産
高
を
相
加
平
均
て
示
せ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

凶
、
r

h

H
十
』
N

十

十

』

勾

M
同

拘

切
M

十
回
胸
中
l

・+句、

|
吋
l

H

対

J

l
対
1
u

吋

(8) 

て
与
え

b
れ
る
o

己
の
場
合

4
、
口
的
は
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
社
会
的
集
団
の
犬
い
さ
を
示
し
て
H
る
。
次
に
各
農
家
に
つ
き
単
位
耕

2

2

 



作
面
積
あ
た
り
の
米
生
産
高
は

ト|タ

切

回

同

h
喝

』

に

』

h
匂

(9) 

な
る
比
率
て
あ
ら
わ
さ
れ
、
総
農
家
に
対
し
℃
は
米
総
生
産
高
に
対
す
る
総
耕
作
面
積

ω比
と
し
℃
あ
b
わ
さ
れ
る
。
即
ち

凶

国

体

切
H

十
回
"
+
・
十
回
N
q

M
k
p
k
f
十
h
M
+
・
・
十
与
匂

加)

ζ

れ
は
的
切
な
る
比
率
系
列
の
、
重
み
を
ん
と
し
た
加
重
相
加
E

均
に
外
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
場
合
米
作
農
家
山
集
団
を
考
え
れ
ば
、
A

品
、
払
系
列
は
い
ず
れ
も
、
構
成
単
位
て
あ
る
農
家
の
特
性
を
与
え
る
数
値
の
系

列
て
あ
る
。
あ
る
い
は
耕
作
地
集
団
と
生
産
米
集
団
と
を
耕
作
農
家
集
団
に
よ
り
照
応
し

τい
る
、
二
つ
の
社
会
的
集
団
と
み
る
こ
と

が
出
来
る
。
こ
う
し
た
考
え
万
は
、
地
域
に
よ
る
選
出
(
地
域
抽
出
』
吋

E

E目
立

E
四
)
の
問
題
全
考
え
る
際
に
必
要
で
あ
る
。

次
に
統
計
的
比
率
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
先
ず
社
会
的
集
団
の
質
的
特
性
を
と
る
と
昔
、
構
成
的
比
率
を
得
る
。
例
え
ば
人
口
集
団

に
お
い
て
性
別
と
い
う
特
性
を
と
れ
ば
、
男
A
入
、
女
B
人
、
計
S
人
と
た

p

ゆ

刊切
〔

M
H
』
+
同
)

ω 

な
る
構
成
的
比
率
を
得
る
。
職
業
別
そ
の
他
の
質
的
特
性
を
取
る
と
き
も
同
様
ゼ
あ
る
。
た
ゐ
例
え
ば
年
令
別
、
所
得
(
階
紋
〉
別
の

知
き
量
的
特
性
に
つ
い
て
は
、
前
に
述
ベ
た
よ
う
に
度
数
分
布
を
縛
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
各
数
値
を
金
集
団
の
大
い
さ
て
割
る
己
と

に
よ
り
、
川
円
白
如
空
比
率
に
よ
る
度
数
分
布
が
得
ら
れ
る
。

次
に
前
述
の
如
き
一
人
あ
た
り

J

平
均
所
得
、
単
位
面
積
あ
た
り
平
均
米
生
産
高
の
如
き
相
関
的
比
率
は
、
平
均
と
み
る
己
と
が
出
来

標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

第
じ
十
九
巻

ノk

第
四
号

七



標
本
調
査
法
凸
基
本
問
題

第
七
十
九
巻

八
四

第
四
号

ノl

る
。
ま
た
因
呆
的
比
率
は
、
原
因
・
結
果
の
関
係
に
あ
る
こ
つ
の
社
会
的
集
団
の
犬
い
さ
の
比
で
あ
る
。
例
え
ば
出
生
率
は
人
口
集
団

(
静
態
)
の
大
い
さ
と
、
そ
こ
か
b
発
生
し
た
出
生
児
集
団
(
動
態
)
の
大
い
さ
と
の
比
と
し
て
与
え
b
れ
る
。

た
お
指
数
に
つ
い
て
は
、
あ
る
社
会
的
集
団
を
運
動
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
時
あ
b
わ
れ
る
。
そ
し
て
例
え
ば
人
口
数
の
推

移
・
物
価
変
動
の
測
定
に
つ
い
て
は
、
二
時
点
に
ゐ
け
る
こ
白
社
会
的
集
団
の
大
い
さ
白
比
が
問
題
と
左
担
、
ま
た
例
え
ば
生
産
高
の

推
移
の
揚
合
に
は
、
二
期
聞
に
お
け
る
こ
の
社
会
的
集
団
の
大
い
さ
の
比
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。

1
 

0
血q

u
 

仏

地
川
虎
一
二
、
統
計
利
用
。
基
本
問
題
、
車
一
章
統
計
の
概
念
、
参
照
。

拙
著
、
社
会
統
計
学
と
抽
出
理
論
、
持
二
曜
荷
論
第
二
、
標
本
調
書
法
の
理
論
的
性
格
、
参
照
。

暗
川
虎
一
二
、
前
掲
帯
、
第
一
章
統
計
の
概
念
、
参
照
。

切
同
書
、
第
四
草
統
計
利
用
の
意
義
と
問
題
、
参
照
。

標
本
調
全
法
の
論
理
的
性
格

標
本
調
査
法
が
、
い
わ
ゆ
る
統
計
調
査
代
用
法
に
お
い
て
占
め
る
地
位
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
言
し
た
。
即
ち
社
会
現
象
の
断
面
と

し
て
の
社
会
的
集
団
を
数
量
的
に
把
揺
す
る
場
合
、
構
成
単
位
を
選
出
し
て
そ
の
調
査
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
円
一
て
断
面
集
団
の
全
部
調

査
に
か
え
よ
う
と
す
る
の
が
、
己
己
に
い
う
標
本
調
査
て
あ
る
。
従
っ
て
構
成
単
位
の
選
出
に
よ
ら
な
い
見
積
り
(
推
算
)
と
か
、
単

な
る
問
合
せ
(
ア
ン
ケ
ト
〕
の
如
き
は
、
己
れ
に
含
め
な
い
。

さ
て
断
面
調
査
に
際
し
、
通
常
い
わ
ゆ
る
任
意
摘
出
調
査
と
典
型
調
査
の
二
方
法
に
別
っ
て
い
"
。
。
次
に
己
の
必
然
性
、
さ

b
に
両

者
D
関
連
に
つ
h
v

て
考
察
し
て
み
よ
う
。

先
ず
運
動
し
℃
い
る
社
会
現
象
を
数
量
的
に
つ
か
む
た
め
に
、
モ
の
断
面
〔
時
点
的
ま
た
は
期
間
的
)
に
づ
い
て
調
査
し
よ
う
と
い



う
由
が
統
計
調
査
法
白
性
格
て
あ
る
。
モ
己
て
断
固
を
調
査
す
る
と
し
て
、
如
何
な
る
時
に
お
い
て
断
面
を
取
る
べ
き
か
が
問
題
て
あ

p
、
そ
白
調
奈
結
果
は
常
に
も
と
白
社
会
現
象
の
数
量
的
把
握
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
た

b
た
い
。
己
目
こ
と
は
卑
近
な
例
を
と
れ
ば
、

写
真
の
掠
影
に
J
る
被
写
体
の
理
解
の
如
き
も
の
て
あ
る
。

次
に
標
本
調
査
法
に
つ
い
て
は
断
面
の
縮
図
構
成
に
関
す
る
考
祭
が
必
要
て
あ
る
。
先
ず
断
面
白
縮
図
を
と
る
た
め
に
は
、
断
面
の

構
成
単
位
を
選
出
し
、
と
れ
を
編
成
し
て
い
る
。
し
か
し
た
が

b
己
れ
は
果
し
て
如
何
な
る
意
味
主
も
つ
だ
ろ
う
か
。
数
量
的
左
観
点

か
b
考
察
す
る
と
、
編
成
さ
れ
た
構
成
単
位
の
集

P
即
ち
標
本
は
、
断
面
(
全
域
あ
る
い
は
母
域
)
に
対
比
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
特
性
に

つ
い
て
比
例
関
係
主
も
つ
も
の
が
、
理
想
的
た
代
表
標
本
あ
る
い
は
縮
図
て
あ
る
。
か
り
に
数
量
的
に
こ
の
選
出
が
可
能
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
己
れ
を
有
機
的
一
休
た
Q

社
会
現
象
ー
ー
モ
D
断
面
1
1
1
の
縮
図
と
考
え
う
る
だ
ろ
う
か
。
即
ち
社
会
現
象
を
構
求
し
て
H

る
単
位
は
、
相
互
に
結
び
あ
い
意
味
づ
け
あ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
統
計
調
査
に
沿
い
て
は
、
仮
り
に
個
々
の
構
成
単
位
の
集
り
に
解
体

し
、
か
か
る
単
位
白
調
査
の
集
大
成
と
し
て
、
数
量
的
に
再
構
成
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
c

い
ま
我
々

D
代
表
標
本
と
い
え
ば
、
右
の

理
解
の
も
と
に
個
別
単
位
の
若
干
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る

G

こ
う
し
た
見
地
か

b
断
面
白
縮
図
的
表
現
の
問
題
は
、
ま
ず
そ
白
基

礎

ιし
亡
完
全
調
査
(
本
来
白
統
計
調
査
)
七
も
つ
℃
い
る
と
い
い
う
る
。
断
面
に
即
し
て
い
え
ば
、
ま
ず
断
面
(
全
域
)
に
つ
い
て

の
知
識
を
前
提
と
し

τ
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
突
際
の
調
査
に
b
い
て
は
、
全
域
に
つ
い
て
更
に
委
し
い
数
量
的
知
識
を
得
た

h

の
で
あ
り
、
全
域
に
治
け
る
重
要
特
性
を
媒
介
と
し
、
あ
る
い
は
全
域
と
同
系
列
に
あ
る
他
の
時
に
者
け
る
断
固
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
、
あ
る
い
は
類
似
白
他
の
集
団
現
象
の
断
面
に
結
む
づ
け
て
い
る
。

さ
て
本
来
の
統
計
調
査
が
社
会
現
象
の
数
量
的
把
握
て
あ
る
こ
と
、
運
動
し
て
い
る
社
会
現
象
を
と

b
え
る
に
は
断
面
調
査
を
必
要

と
F
る
ζ

と
は
、
繰
返
し
述
べ
た
所
て
あ
る
。
そ
こ
ゼ
己
の
社
会
現
象
白
動
き
を
と
ら
え
よ
う
と

F
る
と
き
、
こ
の
社
会
現
象
を
構
成

棋
平
調
査
訟
の
基
本
問
題

第
七
十
九
巻

一
八
五

俸
四
号

九



標
本
調
蚕
法
の
基
本
問
題

開
七
十
九
巻

ノ¥
子、

第
四
号

。

し
℃
い
る
因
子
(
単
位
)
の
動
き
が
問
題
と
な
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
全
体
と
レ
て
有
機
的
に
結
ば
れ
、
個
休
の
単
な
る
集
り
を
越

え
た
集
団
て
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
仮
わ
J
K
モ
の
構
成
し
て
い
る
悶
子
の
活
動
に
よ
担
、
全
体
の
動
告
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
時
、
必

然
的
に
そ
の
典
型
的
因
子
を
求
め
る
己
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
σ

ζ

こ
に
典
型
と
は
数
量
的
に
は
最
も
多
い
型
と
み
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

或
い
は
社
会
白
運
動
法
則
を
端
的
に
示
す
因
子
と
解
し
て
も
よ
い
。
と
の
と
き
社
会
現
象
の
全
部
観
察
を
、
構
成
し
て
い
る
佃
ハ
因
子
)

の
観
察
に
帰
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
れ
を
断
面
に
あ
け
る
統
計
調
査
と
み
る
と
き
、
断
面
に
お
け
る
典
型
的
た
単
位
の

選
出
と
た
る
。
し
か
も
己
れ
を
運
動
し
て
い
る
姿
に
沿
い
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
白
て
あ
る
。

最
初
に
述
べ
た
代
表
標
本
は
本
来
、
断
面
の
単
位
全
部
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
者
白
代
表
標
本
は
木
来
個
別
的
な
単
位
に

限
ら
れ
る
。
前
者
が
数
量
的
な
平
均
単
位
群
を
目
指
す
と
い
う
な
ら
ば
、
後
者
は
性
質
的
な
典
型
的
単
位
群
を
目
指
す
と
い
い
え
よ
う
。

い
ま
前
者
を
外
延
的
(
凹
M
n
Z
5日

4
0
)

標
本
調
査
と
名
付
け
る
な
b
ば
、
後
者
は
内
包
的
合
同
H
E
E
4
0
〕
標
本
調
査
と
い
い
え
よ
う
。

し
か
も
本
来
の
統
計
調
査
の
目
標
か
ら
い
っ

τ、
こ
の
両
標
木
調
査
は
互
陀
経
緯
と
な
っ

τ結
び
あ
い
、
調
査
の
佼
割
を
果
す
べ
き
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
統
計
調
査
代
用
法
と
し
て
の
標
本
調
査
法
は
、
二
つ
の
型
に
大
別
さ
れ
る
り
で
あ
る

Q

更
に
進
ん
で
己
の
外
延
的
棋
木
調
査
法
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
己
の
場
合
断
面
の
構
成
単
位
を
ど
う
取
る
か
で
あ
る
。
我
々
は
一
般

に
断
面
に
関
す
る
何
か
白
基
礎
的
知
識
(
既
往
白
調
査
、
あ
る
W
は
推
計
〉
に
依
存
し
て
標
本
拍
出
を
友
す
の
で
あ
る
。
即
ち
集
団
の

も
つ
い
ろ
ん
も
仙
特
性
の
う
ち
、
い
ま
問
題
と
す
る
誇
特
性
に
最
も
関
係
の
深
い
重
要
特
性
を
基
礎
ょ
す
る
。
あ
る
い
は
現
に
述
ぺ
た
よ

う
に
こ
の
断
面
(
全
域
)
と
関
係
ふ
か
h
基
礎
と
な
っ
て
い
る
他
の
集
団
(
断
固
)
に
照
応
し
て
代
表
標
本
主
考
え
る
の
で
あ
る
。
例

え
ぼ
耕
作
反
別
、
米
収
穫
高
等
の
調
査
に
h
s
h
て
、
そ
の
耕
作
地
に
関
す
る
基
礎
調
査
を
基
盤
と
し
て
、
代
表
標
本
を
考
え
る
如
き
て

あ
る
。



そ
己
て
こ
う
し
た
特
性
よ
り
見
て
、
断
固
(
全
域
)
が
等
質
て
な
く
、
異
質
白
部
分
に
別
問
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
て
あ
れ
ば
、

勿
論
こ
れ
ら
を
主
に
区
別
し
て
い
わ
ゆ
る
層
別
す
る
こ
と
に
た
る
。
己
れ
は
本
来
の
統
計
調
査
に
沿
い
て
、
闘
に
そ
の
調
査
結
果
の
作

袋
、
調
翠
結
旧
対
の
利
用
に
治
い
て
、
重
要
た
意
味
を
荷
っ
て
い
る
の
で
あ
ヮ
て
、
外
狂
的
標
本
調
査
に
お
い
て
は
じ
め
て
あ
b
わ
れ
る

の
で
は
な
く
、
た
だ
抽
出
設
計
に
お
い
て
先
ず
判
然
と
し
て
、
重
要
怯
を
あ
b
わ
し
て
来
る
に
過
ぎ
た
い
。
次
に
全
域
が
一
段
あ
る
い

は
数
段
の
層
別
に
工
っ
て
、
も
は
や
向
一
層
内
に
沿
い
て
は
、
い
ま
の
主
要
特
性
に
つ
き
、
単
位
相
互
聞
に
質
的
差
違
を
認
め
難
い
場

合
、
あ
る
い
は
雑
多
な
単
位
の
集
り
で
は
あ
る
が
、
区
別
を
認
め
る
必
要
の
な
い
段
階
に
立
ち
到
る
と
、
構
成
単
位
(
あ
る
H
は
そ
り

群
〕
を
無
差
別
的
に
み
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
抽
出
に
即
し
て
い
え
ば
、
構
成
単
位
(
ま
た
は
そ
の
群
)
を
無
差
別
的
に
選
ぶ
こ
と
、

即
ち
任
意
抽
出
白
構
想
に
到
る
③
し
か
も
実
際
に
b

h
℃
は
、

h
わ
ゆ
る
系
統
柏
田
法
を
採
る
己
と
が
多
い
。
即
ち
抽
出
さ
る
べ
き
単

位
(
抽
出
単
位
)
の
集
り
に
一
連
D
呑
号
を
つ
け
て
沿
い
て
、
い
わ
ゆ
る
ラ
Y
グ
ム
・
ス
タ
ー
ト
(
回
向
ロ
皆
目
丸
山
叶
汁
)
た
る
番
号
を
選
び
、

抽
出
率
の
逆
数
を
抽
出
間
隔
に
取
っ
℃
、
順
次
に
拍
出
単
位
を
抽
出
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
構
成
単
位
、
ひ
い
て
抽
出
単
位
の

も
つ
種
々
の
特
性
に
つ
い
て
、
そ
の
選
出
さ
れ
た
単
位
を
集
計
す
る
と
き
、
ど
の
特
性
に
つ
い
て
み
て
も
可
な
り
よ
い
近
似
を
一
万
ナ
代

一
般
的
に
は
大
数
法
則
の
一
利
用
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

表
標
本
が
得
ら
れ
る
か

b
で
あ
っ
て
、

こ
の
エ
う
に
し
て
、
こ
の
外
延
的
標
本
調
査
法
は
、
い
わ
ゆ
る
任
意
標
本
調
査
法
と
た
っ
た
。
己
己
に
採
用
せ
ら
れ
る
数
学
的
確
率

論
に
基
づ
く
抽
出
現
論
に
即
し
て
い
え
ば
、
単
純
任
意
拍
出
理
論
が
基
本
と
な
り
、
層
別
任
意
抽
出
理
論
そ
の
他
の
諸
方
式
は
、
と
の

基
本
形
式
の
発
展
し
た
形
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
己
己
て
、
内
包
的
標
本
調
査
法
即
ち
個
別
典
羽
調
査
法
と
関
連
し
て
、
い
わ
ゆ
る
計
画
選
出
法
(
H
V
M
M
G

自由
4
0
百円
2
2
0ロ)の

論
理
的
性
格
に
つ

Hτ
二
一
日
し

τお
き
た
円
。

標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

第
七
十
九
巻

八
t三

第
四
号



標
本
調
査
悼
の
基
本
問
題

第
七
十
九
巻

/、
ノ1、

第
四
号

ム
に
述
べ
た
外
延
的
標
木
調
査
訟
は
、
断
面
白
縮
図
即
ち
代
表
標
本
を
得
る
た
め
に
、
モ
白
構
造
に
関
し
予
め
得
て
い
る
知
識
を
利

用
し
、
先
ず
層
別
し
て
い
る
白
て
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
例
え
ば
あ
る
量
的
特
性
(

A

)

に
つ
い
亡
、
総
和
・
相
加
平
均
主
求
め
た

い
場
合
、
と
の
特
性
と
関
連
性
の
た
か
い
(
即
ち
い
わ
ゆ
る
相
関
度
の
高
い
)
他
白
特
性
(

B

)

に
つ
い
て
現
に
こ
の
集
団
の
量
的
構

造
を
知
ヲ
て
ゐ
る
と
す
る
と
、
己

D

B
に
つ
い
て
白
集
団
の
構
造
分
布
D
知
識
を
基
礎
と
し
て
、
構
成
単
位
を
ふ

p
あ
亡
て
、
選
出
す

る
構
想
が
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
先
ず
層
別
し
亡
、
つ
い
て
各
層
内
て
任
志
抽
出
す
る
層
別
任
直
抽
出
法
に
落
刊
く
の
で
あ
っ

τ、
ネ
イ
マ
ン
の
有
名
な
二
論

b
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
を
数
学
的
抽
出
理
論
に
よ
ね

J

、
ま
た
具
体
例
に
よ
っ
て
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
品

ω
本
論
文
は
し
が
き
註
附
参
照
。

似
拙
著
、
社
会
統
計
学
と
抽
出
理
論
、
第
一
一
章
標
本
調
査
法
に
つ
い
て
、
参
照
。

ω
本
論
丈
第
二
却
。

ω
前
掲
拙
著
、
部
二
車
補
論
第
三
、
標
本
間
杢
法
に
お
け
一
心
代
表
性
、
お
よ
び
前
拘
拙
稿
一
京
六
頁
、
参
照
。

m
H
z
a
E
E
E
Cロ
F
O
叶
司
O
口
出
向
。
E
b
4
0
2
ω
丘
神
宮
同
呂
E
m
m
g片山口
40
冨
O神宮内
H
O同
印
可
凶
作
M

官
且
印
戸
田
町
出
回
目

E
B
F
O

冨
EFo血。同

]
2
4
0
E
4
0
印巴百円呂田「也、

H
O
R
E
-
。
ご
宮
問
。
司
己
目
H
E
E
t
a
-
E
E
E
u
-
-
4
0
-
宅
-
E
U
F
Z
田町田
l
g目

同H目

Z

。4可日EwE口
.hRdRd。ロ
印

EE仲訪互門

吋目同。吾
σE-『0目
ω尺.¥~唱3
w
]戸ド
ισ2。♀
HE己号吋EωEω
胆
Eロ《
ιH
口。ロ巳同
F。司吋
2∞Eロ宮。
z。2ω
。Eロ
呂
旦
宮
田
巳
后
巴
印
盟
件
己
EE斤江H呂。Bω.
包
句
、
町
下
回
申
i
S
F

凶

w

拙
妻
、
誤
差
法
則
と
拍
山
刊
理
論
、
関
書
院
、
昭
和
二
四
年
、
部
二
編
第
一
章
、
抽
出
調
査
の
基
本
問
題
|
|
ネ
イ
マ
ン
の
所
説
に
関
連
し
て
l
1
1

参
照
。

四

標
本
調
査
法
の
問
題

前
節
に
沿
い
て
、
私
は
統
計
調
査
代
用
法
と
し
て
の
標
本
調
査
訟
が
、
二
つ
に
大
別
さ
れ
、

¥ 

一
つ
は
任
窯
標
本
調
査
法
と
左

p
、
他



は
典
型
調
査
法
と
た
る
論
理
的
必
然
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。

さ
て
現
在
に
ゐ
け
る
任
意
標
本
調
査
法
は
、
数
学
的
確
率
論
的
抽
出
理
論
に
基
づ
い
て
誌
討
せ
ら
れ
て
い
る
故
、
己
の
数
学
的
理
論

と
D
関
連
に
お
い

τ、
具
休
的
た
任
意
標
本
調
査
法
を
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

外
延
的
な
標
本
調
査
法
を
問
題
と
す
る
と
き
、
代
表
標
本
と
い
う
観
点
か
ら
、
調
査
対
象
た
る
断
面
の
層
別
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

既
に
述
べ
た
。
モ
乙
で
あ
る
重
要
特
性
か

b
み
て
既
に
層
別
し
た
後
、
或
い
は
こ
の
集
団
に
対
し
て
何
等
の
層
別
を
な
し
得
な
い
か
、

な
さ
な
か
っ
た
と
昔
、
任
意
標
本
抽
出
の
操
作
白
段
階
に
入
る
こ
と
と
た
る
。
任
意
標
本
抽
出
は
、
層
内
白
構
成
単
位
あ
る
い
は
構
成

単
位
白
群
を
、
抽
出
さ
る
べ
き
単
位
(
抽
出
単
位
)
と
し

τ、
こ
れ
ら
の
集
合
か
ら
若
干
個
の
単
位
を
無
作
為
的
に
(
匝
神

E
E
O
E
)

抽
出
し
、
己
の
抽
出
さ
れ
た
単
位
の
集
合
〔
標
本
)
に
つ
い

τ、
母
域
の
も
つ
各
種
特
性
に
つ
い
て
調
査
す
る
白
で
あ
る
。
乙
白
場

合
私
は
母
域

(
d
E
4
0
2
0〕
を
右
の
止
の
エ
う
に
抽
出
母
体
と
考
え
た
と
き
の
断
面
と
解
し
、
各
種
特
性
を
も
っ
抽
出
単
位
の
集
り
と

す
る
。
ま
た
母
集
団
(
日
以
O

宮
F
E
oロ
)
を
あ
る
特
性
に
つ
い
て
と
ub
え
た
抽
出
単
位
の
特
性
値
白
集
合
と
解
し
、
両
者
を
区
別
し
て
い

る。
数
学
的
確
率
論
的
抽
出
理
論
に
お
い
て
は
、
こ
の
母
集
団
か
ら
の
標
本
抽
出
、
つ
い
て
抽
出
さ
れ
た
標
本
に
治
げ
る
計
算
値
か
ら
、

母
集
団
に
お
け
る
統
計
値
(
母
数
)
を
推
定
し
よ
う
と
す
る
。
以
下
己
の
見
地
か
ら
単
純
任
意
抽
出
法
主
考
察
し
て
み
よ
う
。

先
ず
最
も
基
本
的
た
の
は
、
大
い
さ
N
な
る
母
集
団

ヘ
同
亡
』
ピ
・
・
目

h匂

(1) 

か
b
任
意
抽
出
に
よ
担
、
大
い
さ
M
M

左
る
標
本

泊町ピ

N
M
-
:
:・・・・

:-uRお

(2) 

標
本
開
李
悼
の
基
本
問
題

第
七
十
九
拳

i¥ 
ブL

第
同
号



標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

第
七
十
九
巻

プL
O 

第
四
号

四

を
得
る
と
き
、
標
本
の
相
加
平
均

"1 
11 

U
R
H

十
主
十
・お

十

uf

ぉ間

(H) 

に
よ
り
、
母
集
団
平
均富

11 

』
ド
十
』
N

十以刊

+
P
M
h
H
 

1

ト〈

)
 

4
 

(
 

を
推
定
す
る
揚
合
て
あ
る
。
己
の
と
き
桜
木
平
均
(
一
三
は
総
率
変
数
て
、
母
集
団
平
均
(
問
)
日
数
学
的
期
待
値
て
あ
る
。
卸
ら
問

の
不
偏
推
定
値
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

E
E
介
散
は

4 

2司 I~司

ド刊誌

H

a

 

l
-
-
R
1
 

送

(5) 

て
与
え
b
れ
る
。
己
己
に

σ
は
母
集
団
白
標
準
偏
差
を
あ

b
わ
し
℃
い
る
。

標
本
平
均
が
母
集
団
の
一
小
偏
推
定
値
で
あ
る
と
い
う

E
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
の
即
ち
任
志
標
本
の
平
均
は
、
抽
出
の
都
度
モ
の
値

を
変
ず
る
い
わ
ゆ
る
確
率
変
数
て
あ
る
が
、
し
か
も
あ
り
う
べ
き
こ
れ

b
の
値
の
相
加
平
均
は
、
母
集
団
平
均
と
一
致
す
る
の
で
あ
っ

て
、
己
れ
が
抽
出
さ
れ
た
標
本
の
代
表
位
主
一
出
し
て
い
る
。
即
ち
任
意
抽
出
に
お
い
て
は
、
個
々
白
抽
出
さ
れ
た
標
本
に
つ
い
て
、
そ

の
標
本
D
代
表
性
が
云
々
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
か
か
る
抽
出
機
構
に
つ
い

τ全
体
的
に
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
分
散

4
日
(
恥
)
は
モ
の
平
方
根
柑
が
、
あ
り
う
べ
き
標
本
平
均
の
分
布
の
標
準
備
去
を
与
え
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
一
Z
D
確

率
分
布
は
、
近
似
的
に
誤
差
法
則
(
正
規
分
布
法
則
)
に
従
う
と
み
な
し
得
る
り
て
、
従
っ
て
柑
白
三
倍
あ
る
い
は
二
倍
は
、

m

D
両



側
に
一
必
の
落
ち
る
甘
能
範
囲
を
確
率
的
に
示
す
の
で
あ
る
。
郎
ち
主
が

富札げ
ω
Q
(い

3
・
吉
川
庁
M
G
I
(
恥
〉

の
範
聞
に
沿
ち
る
確
率
は
、
モ

れ
ぞ
れ
九
九
・
九
七
形
、
約
九
五
%
で
あ
る
。
己
れ
よ
り
い
ま
得
た
一

m
の
値
に
対
し
、
間
が

E
7
5
q
(恥
)
w
F
R
q
Q
)
の
範
囲
に
落
ち

る
確
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
記
二
つ
の
確
率
に
た
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
て
任
意
抽
出
を
行
っ
た
と
き
、
そ
の
標
本
平
均
一
Z
は、

ぺ
σ
の
大
小
に
よ
っ
て
、
介
散
の
大
小
を
生
じ
、
分
散
の
大

い
ず
れ
も
母
集
団
平
均
の
代
表
と
考
え
う
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
N
、

い
さ
に
よ
り
代
表
性
の
大
小
が
抽
出
機
構
に
即
し
て
論
じ
う
る
の
で
あ
る
。
標
本
平
均
の
不
備
性
φ

な
ら
び
に
分
散
の
大
小
比
較
の
問
題

は
、
単
純
任
意
拍
出
法
を
基
本
と
し
て
、
更
に
種
々
の
方
式
を
生
む
に
到
ワ
た
白
て
あ
る
。

な
治
任
意
的
出
調
査
の
実
際
に
沿
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
抽
出
機
構
自
休
の
代
表
性
、
モ
の
大
小
の
問
題
の
ほ
か
に
、
な
る
だ
け
推

定
値
が
真
実
値
に
近
H
主
う
に
と
ろ
う
と
h
う
消
極
的
工
夫
が
取
b
れ
る
の
で
あ
る
。
己
の
点
に
つ

h
τ

は
既
に
別
一
稀
「
標
本
調
査
法

に
お
け
る
代
表
性
の
間
隔
叫
」
に
お
い
て
論
及
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
て
治
己
う
。

以
ム
述
べ
た
標
本
平
均
に
よ
る
母
集
団
平
均
白
推
定
理
論
は
、
こ
れ
を
総
和
・
構
成
比
率
・
度
数
分
布
白
推
定
に
応
用
し
う
る
の
で

あ
づ
て
、
従
っ
て
ま
た
こ
れ

b
の
統
計
値
の
代
表
性
、
そ
の
大
小
を
拍
出
機
構
に
即
し
℃
考
え
う
る
の
で
あ
る
。
以
下
既
に
宥
察
し
た

統
計
値
の
意
味
に
照
応
し
づ
っ
、
順
次
こ
の
問
題
を
考
え
よ
う
。

先
ず
社
会
的
集
団
の
大
い
さ
、
部
分
集
団
の
大
い
き
と
い
う
意
味
て
の
、
本
来
の
統
計
値
の
推
定
を
考
え
て
み
る
。
例
え
ば
人
口
調

査
に
お
い
て
総
人
口
、
年
令
別
人
口
、
男
女
別
人
口
の
推
定
で
あ
る
。
己
の
揚
合
人
口
調
査
が
全
部
調
査
と
し
て
行
わ
れ
、
単
に
年
令

別
、
男
女
別
人
口
を
得
た
い
よ
う
な
揚
A
円
に
は
、
総
人
口

(
N
〉
は
母
域
あ
る
い
は
母
集
団
日
大
い
さ
を
表
わ
し
て
い
て
既
知
で
あ

る
。
ま
た
質
的
特
性
て
あ
る
男
女
別
に
つ
い
て
は
、
男
を
l
‘
女
官
O
な
る
特
性
値
ゼ
置
を
な
お
せ
ば
、
男
A
人
、
女
B
人
と
す
れ
ば

己
れ
ら
白
特
性
値
目
相
加
平
均
は

標
本
調
査
訟
の
基
本
問
題

第
七
十
九
巻

九

第
四
号

互ζ



標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

第
七
十
九
巻

九

第
四
号

〆、

同+』+。
x句

、
由
十
回

l

h
 

h
+切
l

(6) 

か
か
る
特
性
値
の
相
加
平
均
に
帰
せ
し
め

b
れ
る
。
従
っ
て
N
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
り
A
が
出

る
。
即
ち
標
本
平
均
か
ら
母
集
団
平
均
を
推
定
す
る
問
題
に
帰
せ
ら
れ

M
U
O

こ
の
こ
と
は
質
的
特
性
と
し
て
職
業
の
如
者
三
つ
以
上
に

男
白
占
め
る
割
合
は
、

と
怠
っ
て
、

わ
か
た
れ
る
時
に
も
拡
張
し
て
用
い
う
る
o

次
に
住
居
地
域
、
あ
る
い
は
世
帯
を
構
成
単
位
と
し
、
モ
れ
に
属
ナ
る
人
数
社
特
性
と
し

て
よ
る
と
、
普
通
の
平
均
白
推
定
の
問
題
と
た
る
。
モ
し
て
総
人
口
、
男
女
別
人
口
、
年
令
別
人
口
の
推
計
は
い
ず
れ
も
総
和
白
統
計

白
問
題
に
帰
せ
ら
れ
る
。
ま
た
あ
る
地
域
に
お
け
る
総
耕
作
面
積
、
米
収
穫
高
の
推
定
の
如
き
は
、
た
と
え
ば
各
耕
作
者
を
単
位
に
と

れ
ば
、
特
性
値
の
総
和
の
推
定
白
問
題
と
た
る
。

統
計
的
平
均
な
ら
び
に
比
率
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
が
、
い
士
こ
れ

b
D
推
定
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
ど
う
。

例
え
ば
あ
る
所
得
調
査
に
沿
い
て
一
人
あ
た
り
の
平
均
所
得
を
推
定
す
る
場
合
、
個
人
全
抽
出
単
位
に
と
り
、
特
怯
を
各
人
の
所
得

額
と
す
れ
ば
、
己
の
問
題
は
全
く
前
述
白
抽
出
理
論
に
あ
て
は
ま
る
o

し
か
し
ま
た
世
帯
ご
と
に
調
査
す
る
場
合
に
は
、
ム
、
日
的
を
そ

れ
ぞ
れ
第
z
世
帯
て
の
総
所
得
額
、
世
帯
人
員
と
す
れ
ば
、
と
れ
ら
N
世
帯
に
つ
き
一
人
あ
た
り
の
平
均
所
得
額
は

団
民
団
件
い
H
h同

』
H

十
』
M
l
f

・
+
h
h句

(7) 

て
与
え

b
れ
る
。
い
ま
か
か
る
N
佃
の
世
帯
か

b
n
佃
を
任
意
抽
出
し
た
と
す
る
と
き
、
モ
れ
白
白
所
得
・
人
数
の
系
列
を

ぃ、ピ

u
t
u

l
H
5
3
・
N凶

-UF

(8) 

と
す
れ
ば
、
こ
白
標
本
に
お
け
る
一
人
あ
た
り
白
平
均
所
得
は
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(9) 

て
与
え

b
れ
る
。
川
仰
の
分
母
、
分
子
は
と
も
に
拍
出
の
都
度
、
そ
臼
値
を
変
ず
る
も
の
で
あ
り
確
率
変
数
て
あ
る
。
己

ω
場
合
ゆ
な
る

標
本
平
均
(
楳
本
比
)
は
め
な
る
母
集
団
平
均
(
母
集
団
比
)
の
推
定
値
と
し
て
と
り
う
る
て
あ
る
う
か
。
こ
れ
は
ま
た
指
数
の
推
定

に
つ
い
て
も
怠
こ
る
。

己
の
問
題
は
数
学
的
抽
出
理
論
に
お
い
て
、
近
年
展
開
せ
ら
れ
た
比
推
定
(
同
巳
5

2
ロ
目
見
。
)
の
理
論
に
帰
せ
ら
れ
る
。
己

ω推

定
値
は
い
わ
ゆ
る
偏
り
の
あ
る
(
田
町
自
己
)
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
楳
木
比
白
算
術
平
均
、
即
ち
そ
り
数
学
的
期
待
値
は

母
集
団
比
に
一
致
せ
ず
、
あ
る
偏
り
を
も
つ
り
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
介
散
を
計
算
し
て
み
る
と
、
平
均
推
定
D
場
合
に
け
お
し
、
そ
の

値
を
相
当
小
吉
く
出
来
る
特
質
を
も
っ
て
い
台
。

以
上
は
断
固
に
お
い
て
特
性
を
一
つ
と
っ
た
場
合
て
あ
る
が
、
実
際
目
標
本
調
査
で
は
断
聞
を
構
成
し
て
H
る
単
位
は
、
多
く

ω特

性
を
も
つ
も
む
と
さ
れ
、
従
っ
て
母
域
か
ら
抽
出
単
位
を
選
ぶ
と
と
に
な
る
。
例
え
ば
抽
出
人
口
調
査
に
お
い
て
、
年
齢
別
・
性
別
・

職
業
別
人
口
白
推
計
が
同
時
に
-
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
と
て
平
均
の
推
定
に
関
す
る
限
b
不
備
性
は
失
わ
れ
た
く
と
も
、
分
散

の
大
い
さ
は
大
小
区
々
と
左
り
、
得
ら
れ
た
平
均
値
、
度
数
分
布

ω各
区
域
(
階
級
)
白
倍
、
構
成
比
率
の
値
は
、
推
定
値
と
し
て
の

信
頼
区
聞
を
具
に
し
、
精
度
は
互
に
具
な
る
こ
と
と
な
る
。

と
み
う
る
の
で
あ
り
、
特
に
抽
出
母
一
体
(
母
域
)
を
地
域
に
求
め
る
場
合
(
地
故
抽
出
)
、

な
り
、
一
つ
り
層
別

t
b
こ
な
う
こ
と
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
他
方
任
意
抽
出
と
い
う
の
は
、
あ
b
ゆ
る
可
能
た
抽
出
の
場
合
を
含
む

次
に
任
意
抽
出
調
査
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
系
統
拍
出
が
実
際
上
多
く
用
い

b
れ
る
。
こ
れ
は
任
意
拍
出
の
う
ち
無
難
な
一
方
法

標
本
は
地
域
的
民
ば
、
口
ま
か
れ
る
こ
と
と

標
本
調
査
法
の
基
本
問
題

開
七
十
九
巻
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凶
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じ
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以
上
に
沿
い
て
私
は
標
本
調
査
法
世
代
表
椋
木
を
基
軸
と
し
た
統
計
調
査
代
用
法
と
し
、
そ
の
基
本
間
顕
に
つ
い
て
考
祭
し
介
。
最

初
に
統
計
調
査
法
の
件
格
を
論
じ
、
そ
れ
が
運
動
し
て
い
る
社
会
現
象
の
数
量
的
犯
掠
の
た
め
に
、
そ
の
社
会
現
象
の
断
面
を
考
土
、

構
成
単
位
の
集
団
と
み
て
そ
の
数
量
的
表
示
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
パ
指
摘
し
作
。
切
ぞ
う
し
て
こ
の
観
点
か
ら
断
面
の
縮
肉
的
表

現
ー
ー
代
表
標
本

1
i
t求
め
工
う
と
す
お
椋
木
調
布
法
が
、
外
延
的
梅
木
調
官
官
法
王
内
包
的
標
本
調
査
決
に
分
た
る
べ
主
必
然
性
を

論
じ
た
。
前
者
は
い
わ
ゆ
る
任
意
椋
木
調
春
一
法
で
あ
り
、
後
者
は
個
別
的
典
型
調
査
渋
で
あ
る
。
つ
い
て
任
意
標
本
調
査
決
の
基
礎
と

た
フ
て
い
る
数
学
的
砕
率
論
に
上
る
抽
出
理
論
を
検
討
し
、
こ
れ
が
世
話
際
調
査
止
ど
う
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
考
察
し
、
い
わ
ゆ
る
代

表
臨
む
質
的
・
量
約
意
味
を
、
標
本
平
均
の
不
備
怯
と
介
散
に
求
め
た
の
て
あ
る
。

こ
う
し
て
標
本
調
査
法
は
一
応
二
つ
に
介
た
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
来
の
統
計
調
査
の
目
標
工
り
見
る
と
き
、
と
の
両
者
は
互
に
経

緯
と
な
っ
て
密
接
に
結
び
つ
く
べ
き
も
の
ゼ
あ
る
。
ヒ
れ
を
掠
〈
際
の
調
査
に
即
し
て
い
え
ば
、
数
次
回
層
別
の
後
に
沿
い
て
は
、
任
意

抽
出
の
一
つ
と
し
て
系
統
抽
出
を
と
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
選
ば
れ
た
単
位
に
づ
い
て
己
れ
を
佃
別
的
・
典
型
的
K
調
査
す
れ
ば
よ

い
。
あ
る
い
は
層
内
ゼ
は
任
意
抽
出
て
あ

b
、
そ
の
限
り
ゼ
は
適
当
恋
抽
出
単
位
(
従
っ
て
構
成
単
位
)
を
選
ん
で
一
向
差
支
え
が
な

い
の
ゼ
あ
わ
一
、
と
れ

rよ
っ
て
任
意
標
本
調
査
と
し
て
は
、
問
題
と
す
る
推
定
値
を
信
頼
限
界
内
に
沿
い
て
求
め
う
る
し
、
他
方
選
ば

れ
た
単
位
の
一
勤
勉
的
な
調
査
に
よ
り
、
そ
の
↑
運
動
品
目
則
を
量
的
に
求
め
、
あ
る
い
は
吏
に
質
的
に
理
解
し
う
る
と
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

(
一
ー
九
で
九
七
・
二
・
二

O
)

標
本
調
査
法
の
基
本
開
魁

第
七
十
九
巻

二
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